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その名を、
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六道の辻

第1幕

1.　脚本の骨格：時代劇のストーリーらしく、筋書きと展開は同じ。回ごとに内容を変える。

とある時代、とあるまじめで一徹の主人公が、とある目的を果たさんとする直前に、

ならず者の手によって斬り殺されてしまう。

第3幕
主人公と剣誠神の一騎打ち。主人公の強い意志と同じ魂を司る神が勝負の相手。

太刀まわりの見せどころ、主人公の真剣な思いと強い意志を、剣劇で表現する。

第4幕
もとの時代設定に戻り、冒頭で死んだ主人公がその魂で、生前の志を叶える手伝いを

する。最後は剣舞を舞いながら、核心の台詞を歌うように唱えて決める。

●剣劇 "Chamber Alive"（チャンバァライブ＝剣劇「六道の辻」）の内容

明治時代の新撰組に分裂の危機が…。伊藤甲子太郎の一派は、「新撰組を離脱しよう」と

斎藤一に言い寄るが、かつて、近藤勇に刃向かったことを後悔していた斉藤は「主君を2度

は裏切れぬ」と断り、口論から切り合いが始まる。裏切りをそそのかす一派の侍たちと、

忠誠を貫く台詞を雄叫びながら己の威信をかけて戦うも多勢に無勢、斉藤一は倒れ伏す。

最初は神様が圧倒的に優勢だが、戦えば戦うほど、斉藤一の意志は強くなり、剣も鋭くな

る。斉藤一の渾身の力を込めた最後の一突きに、クラノスケが叫ぶ。「ハッハッハー、見

事じゃ、斉藤一よ。我は忠誠と忍耐、リベンジの神、大石内蔵助也。その心持つ者を支え

救える『永遠の魂』をそなたに授けよう！」の声とともに神々は散る（消え去る）。

新撰組戦いのシーン。新撰組側の剣裁きに姿は見えねども、加勢する斉藤一。近藤勇「い

つもより剣が軽い、一か？」敵「何の戯言、でやぁ」とチャンバラしながら退場。斉藤一

だけが残り、剣舞を舞いながらの台詞。「俺は元新撰組、斉藤一。肉体は朽ち果てたが、

今、『永遠の魂』を手に入れた。忠誠と忍耐を誓い、リベンジを果たそうとする者、我が

加勢いたす！いつでも、願い給え。」

かつてこの土地『やましな』に生きていた男たちがいる。

それぞれ、強い思いを胸に抱きながら、果てて行った…

不屈の魂を持つ「侍（サムライ）」たち。

今も神々となってこの地を見下ろし、新たな死人（シビト）を

神々の国へと導く、部屋の番人。
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ストーリー展開例：1話　忠誠と忍耐の神「大石内蔵助」編の場合
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第2幕

空間に取り残された主人公、ピクリとも動かない。閻魔オオジ「逝ったか？」、

ドンフジワラ「そのようです」の声。それを合図に剣誠団の神々名乗りながら登場。

神々が取り囲んだところで、主人公は目を覚まし『六道の辻裁判』が始まる。

斉藤一「ここはどこだ、確か伊藤と一戦交えて…俺は死んだのか？」　

ドンフジワラ（くびを振って）「死んではいない、お前はまだ生きている」

閻魔オオジ「体は朽ち果てるも、意志の強き者は永遠の魂を手にできる」

クラノスケ「お前は意志の強き者か？」

斉藤一「もちろんだ。俺は近藤に忠誠を誓った。軽々しく誘いに乗るような真似はせぬ。」

ショーニン「お前の望みはなんだ」

斉藤一「同志は身も心も一つでなければならぬ。裏切りは決してあってはならんのだ。」

クラノスケ「お前のその意志の強さとやらを見せてみろ。我を倒せば、その同じ心を持つ者

を支え救える『永遠の魂』を授けてやる。だが我の剣に触れれば、たちまち地獄行きじゃ」

ヒゲマロ将軍「お前はそれに挑むか、それともこのまま消え失せるか？」

タカムラ「お前は殺生を重ねた不届きもの、地獄では魂もろとも釜茹での刑は免れぬ」

琵琶坊主「わしらが苦しくないように供養の琵琶を弾いてやろうぞ。」

ヒメ「釜茹でか、わらわにはいい湯加減じゃ。背中でも流して差し上げようか？」

斉藤一「釜茹でなど怖くないわ！」（クラノスケに斬りかかる）
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清水焼団地陶器まつりにて初公演！
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